
ま
す
。
私
は
電
気
化
学
分
野
が
専
門
な

の
で
、
電
気
回
路
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
知
識
は
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、
先

輩
や
上
司
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か

げ
で
業
務
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ガ
ス
の
反
応
プ
ロ
セ
ス
や
反
応
速

度
か
ら
得
ら
れ
る
電
流
の
計
算
な
ど
、

計
算
式
の
意
味
を
深
く
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
物
理
や
化
学
の
参
考
書

を
読
み
返
し
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
明
電
北
斗
が
得
意
と
し
て
い
る
製
品

は
、
私
が
研
究
し
て
い
た
大
学
で
も
測

定
機
器
と
し
て
使
用
す
る
機
会
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

使
用
者
と
開
発
者
、両
方
の
視
点
か
ら
、

よ
り
使
い
や
す
い
製
品
に
す
る
た
め
の

架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
雰
囲
気
は
明
る
く
、
先
輩

スキリング」は、近年企
業のDX分野を中心に、

新たに必要な業務に対応でき
るよう社員が “スキルを再習
得する”という意味で使われ
ていて、政府も積極的に推進
を呼びかけています。
　明電グループとしても、DX
は従来の IT・デジタル化とは
異なるアプローチで、社員の
仕事・働き方を大きく変える挑

「リ

　
私
が
所
属
す
る
電
気
化
学
技
術
課
で

は
、
企
業
や
大
学
が
使
用
す
る
電
気
化

学
計
測
器
の
開
発
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の

技
術
を
応
用
し
た
製
品
の
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
現
在
開
発
中
の
環
境
ガ

ス
計
測
器
で
す
。
こ
れ
は
通
常
の
ガ
ス

検
知
器
と
異
な
り
、
よ
り

精
度
を
高
く
、
よ
り
細

か
い
単
位
ま
で
濃
度
を

計
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
主
に
、
そ

の
計
測
器
の
製
品
試

験
に
携
わ
っ
て
お
り
、

開
発
担
当
者
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
効
率

よ
く
試
験
を
行
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い

や
上
司
も
積
極
的
に
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
環
境
で
す
。
若
手

で
あ
る
自
分
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け

取
り
入
れ
て
く
れ
る
の
で
相
談
が
し

や
す
い
で
す
。
ま
だ
経
験
が
浅
く
周

り
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
経
験
を
重

ね
、
一
日
も
早
く
製
品
開
発
や
設
計
、

試
験
の
立
案
な
ど
を
一
人
で
こ
な
せ

る
開
発
者
に
な
れ
る
よ
う
日
々
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ガ
ス
計
測
器
の
開
発

は
、毒
性
ガ
ス
か
ら
人
々

を
守
り
、
安
全
に
暮
ら

せ
る
日
々
を
提
供
す
る

と
い
う
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
は
計
測
可
能
な
ガ
ス

の
種
類
を
拡
充
す
る
た

め
に
開
発
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

環境ガス計測器のセンサ出力特性を測定。

センサ出力特性の
データを解析中。

今月のお題

「リスキリング」で「リスキリング」で
DX時代に対応しようDX時代に対応しよう

一
人
前
の
開
発
者
に
な
っ
て

安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
た
い

戦的な取組みと捉えていま
す。明電舎では全社員を対象
にリスキリングに向けた基礎
知識習得のための DX教育を
開始しました。ビジネスの変
化が激しく、個人に求められ
るスキルも変わっていく時代
にしなやかに対応するため、
皆さんもぜひ会社が提供する
「リスキリング」につながるチ
ャンスを活用しましょう！

明電グループで活躍中の、
次世代を担う生きのいい

「ダイヤの原石」を紹介するコーナー。
今回は、明電北斗※1の
安藤さんです！

先輩から見た
安藤さん

電気化学の専門家であり、
期待のホープ！
電気化学技術課では、化学の知識以外に計
測・制御のための電気的な知識やそれを扱
うためのソフトウェアの知識も必要であり、
異なる技術分野との連携が重要となってきま
す。安藤さんは、専門の電気化学分野を中
心にほかの技術習得も自ら積極的に進めて
いて、今後の主力として期待しています！

使
用
者
と
開
発
者
の
視
点
で

環
境
ガ
ス
計
測
器
を
開
発
中

安藤風馬さん
Fuma Ando

明電北斗 厚木工場
技術部 電気化学技術課

No.30

2021年4月に入社後、現在所
属する技術部 電気化学技術
課に配属され、環境ガス計測
器の開発に従事。ココサポ※2

第1期・第2期メンバー。

小林幸太さん
明電北斗 厚木工場　
技術部 電気化学技術課 主管技師

参考書を読
んで、

知識を習得
中！
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※1：北斗電工は 2023年10月1日付で社名を「明電北斗」に変更。
※ 2：コーポレートコミュニケーション活動サポーターの通称。


